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第 7 章は結論であり 本論文を総括して重要な事項について述べている。
論文の審査結果の要旨
旋盤による切削において 切りくずを処理することは生産性を高めるためには重要なことである。
在来この問題については包括的な研究がなされていなかった。本論文1 ;:1::， 理論および実験の両面から
詳細に研究したものである。
まず切りくず形状を分類し，それに最も大きな影響を与える切りくず流出角度の理論式を導き出し
た。ついで切りくずの処理しやすさを示す評価関数を提案し，それに基づいて，切りくずを破断させ
るために最もよい工具形状と切削法を見いだし，また切りくずを油によって流し去る方法をも研究し
ている。
以上のように本論文は切りくず処理に関して多くの知見を与えており，その成果は機械工学の発展
に貢献するところが大きし」
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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